
D. 見積比較表（屋根） 3社比較 / 自動採点 / NG判定
選択は「はい／いいえ／該当なし」。重要項目は重み付け。重要NGは赤表示＆「要注意」。

中項目 チェック項目
重要度(配

点)
備考（解説）

1.前提・範囲 工法が合意したものと一致している（塗装/カバー/葺き替え） 10 前提がズレると価格比較が無意味になります

2.前提・範囲 屋根面積・数量の根拠が記載されている 6 面積や棟長さがないと数量差でブレます

3.見積の透明性 見積明細が『一式』ではなく内訳がある 10 NG判定対象。比較不能を防ぐ

4.材料仕様 屋根材（製品名・グレード）が明記 8 同じ『金属屋根』でも性能が大きく違います

5.材料仕様 下葺き材（ルーフィング）の種類・グレードが明記 9 耐久に直結。一般品か改質アスファルト系か

6.下地・雨仕舞い 野地板の腐食時の対応（増し張り/張替え条件・単価） 8 追加費用の争点。事前にルール化

7.下地・雨仕舞い 板金役物（棟/ケラバ/谷/雨押え）の範囲と固定方法 8 雨仕舞いの品質差が出る

8.下地・雨仕舞い 谷部（雨水集中部）の納まりが提案されている 7 漏水リスクが高い部位

9.付帯工事 雨樋・換気棟・雪止め・天窓など付帯の扱いが明確 6 付帯の抜けで後から増額しがち

10.安全・工程 足場範囲が明記されている 6 足場は費用の塊。範囲が重要

11.法令・廃材 アスベストの可能性と処分費の扱いが明記 7 築年が古い場合は必須確認

12.保証 工事保証が書面で出る 10 NG判定対象。口約束はリスク

13.保証 製品保証の年数・対象が明記 6 色あせ/穴あき等の対象確認

14.管理 写真報告（着工前/途中/完了）がある 4 見えない部位の品質担保

15.体制 担当者の資格・経験（建築士/施工管理等）が提示 3 説明力・品質管理の指標


